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律令制

古代

- 平城京
ろの世
しよう。

学習

そうだね
があった
ったんだ
だってさ

えーと，
て書い

私のイメ

時代に

制と 

代 1 

京ができ
世の中を想

 

習課題 

さ
の
ル

ね。あっ，ここ
たんだって。
だね！東京
！ 

こ
札
が

，この木簡
てあるね。

ぜ
都
た

メージ 

ついて疑問

二人は

 

奈良

たこ
想像

さっき見た「
の人はこん
ルで，中国

こには「長屋
。この人の

京ドームの

の家からは
札がいっぱい
がよく分かる

簡には「牛乳
「アワビ」も

ぜいたくだな
都の人たち

んだろう？

問を出す 

修学旅行

の平城

▲新

「大極殿（だ
なに立派な
の宮殿み

屋王」って
の家はとって
1.3 倍の広

は「木簡（も
い発掘され
ようになった

乳持参，米
もあったみた

なあ。でも平
は，どうや
 

行で奈良県

城京に

新しい国づくり

だいごくでん
な宮殿で働
たいだった

人の邸宅
ても大きか

広さの敷地

もっかん）」
れて，当時
たんだよ。

米七合」っ
たい！ 

平城京の近
ってこんな

歴史に

１ 

県にやってき

にタイム

りの舞台にな

ん）」，すご
働いていた

たな。 

っていう木
時の暮らしぶ

っ

近くには海な
食べ物を手

に迫るス

きました。 

ムスリ

なった平城京

ごく大きかっ
たんだ。建物

木の
ぶり

なんてない
手に入れる

スナップ

リップ 

京の大極殿

ったね！昔
物もカラフ

よね。 
ることがで

プショット

殿（復元）

長
屋
王
の
邸
宅
か
ら
出
土
し
た
木
簡

昔
フ

き

ト

長
屋
王
の
邸
宅
か
ら
出
土
し
た
木
簡



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当
時
の
農
民
に
か
け
ら
れ
た
税 

な

      

大き
住ん
ぜい

当
時
の
農
民
に
か
け
ら
れ
た
税

なぜ都に住

武力で

強制的

きたのか

   

きな家だね
んでいたみた
いたくな生活

①あな
税として

特産物
ぶのに
を調べ

住む貴族は

で脅して，

に集めて

かな。 

！高い地位
たい。どうして

活ができたの

なたの住む
て納められて

物と②都ま
に要していた

てみよう。 

は贅沢なく

て

各地から

た税で暮

のではない

Ａ君 

位の人が
てこんな
かな？

平
安
京
に
送
ら
れ
た
各
地
の
特
産
物
と
交
通
網県で

ていた
で運
日数

らしができ

Ｂさ

ら納められ

らしていた

いかな。

 

平
安
京
に
送
ら
れ
た
各
地
の
特
産
物
と
交
通
網

きたのだろう

さん 

れ

た

貴族

あっ

のは

２ 

▲長屋王に

う？ 

族の中にも

って，特権

は一部の人

Ｃ君 

についてのさ

も序列が

権をもった

人だよ。

Ｄさん

さまざまな資

各地か

を運ぶ

整備さ

らだよ。

資料

から モノ

ぶ道路が

されたか

。 
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Ⅰ
A 政

律令制

古代

- 天皇は
国家づ
のだろ

学習

B 
政

私の予想

キーワー
律令制で
与えられた
細かい段階
れ，位階ご
ていた。ま
い貴族の子
ら高い位階
も作られた

時代の

中央の 
治の変

制と 

代２ 

は，どのよ
づくりを行
うか？ 

習課題 

地方の 
治の変

想 

ド：貴族 
定められた

た役人身分
階（位階）に
ごとに役職が
た，とくに位
子孫には，は
階が与えられ
。 

の変化をつか

 

律令制

化

ような
った

化

た特権を
のこと。

に分けら
が決まっ
階の高

はじめか
れる制度

かむ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
時
代 

世
紀

古
墳 

4
5
6

飛鳥 7
奈良 8

平
安 

9
10

11
12

制の成

時

７世

と，日本

５世

だった大

んで，政

７０１

治機構

系的な

貴族が

律令

が求め

には，口

が義務

地方

中央か

とには

籍の管

地方

令制の

物と，兵

た。そこ

動がす

世
紀

0

2

成立に

時代の見取

世紀の後半

本は中国に

世紀から７世

大王（おお

政治を行い

１年に大宝

構が整えら

な組織がつ

が務め，位

令制のもとで

められました

口伝えでは

務づけられ

方行政の単

から派遣さ

，地域を分

管理や税の

方の仕事で

のもとでは，

兵役や労

こで地方と

すすみました

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

３ 

ついて

取り図

▲律令

半，唐が周

にならって律

世紀にかけ

おきみ）家が

いました。

宝律令が定

れました。

つくられまし

位階に応じて

での政治は

た。出来事

はなく，木簡

ました。 

単位を国と

れた貴族

分担する役

のとりたてを

でとくに重要

原則として

役などの労

と都を結ぶ

た。 

618 中国で
630 第一回
645 大化の
646 改新の
663 白村江
701 大宝律
718 養老律
729 長屋王
743 墾田永
757 養老律

て知ろ

令制に関する

周辺諸国に

律令制を整

けては，もっ

が，近くの有

定められると

中央には二

した。役所の

て役職に就

は，規則に

事を記録した

簡や文書を

といいます

族がその任に

役人の郡司

行いました

要なのは，

て税は，お

労働で納め

ぶ道路が整

で唐が成立す
回遣唐使を送
の改新が起こ
の詔が発布さ
江の戦いが起
律令が制定
律令が制定
王の変が起こ
永年私財法
律令が施行

ろう 

る出来事 

に勢力を伸

整えました。

っとも勢力の

有力な豪族

と，天皇を

二官八省

の仕事は天

就きました。

に基づいて

たり，政策を

を使って文

。国は，国

につきまし

司とその一族

た。 

税のとりた

お金ではな

めなくてはな

整備され，モ

する 
送る 
こる 
される 
起こる 
される 
される 
こる 
が制定され
される 

伸ばそうとす

。 

の大きな豪

族と同盟を

頂点とした

と呼ばれる

天皇を支え

 

て行われるこ

を決定する

字で残すこ

国司が治め

た。国司の

族が仕え，

たてでした。

く，米や特

なりませんで

モノや人の

る 

する

豪族

を結

た政

る体

える

こと

る際

こと

め，

のも

戸

律

特産

でし

の移



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

▲

Ⅱ 事実
分

Ⅲ 事実
説

調や
老丁
れま

Ⅰ 用語
調

       

▼律令制で

▲税や労役

実を比較
分類しよう

実の関係
説明しよう

や庸は，小丁
丁という人たち

した。 

語の意味
調べよう 

 

で決められた

役の種類とそ

較・ 
う 

係を 
う 

丁・正丁・
ちに課さ

味を 

た役職 

１. 次の用

大宝律

２．律令制

納める

モ ノ

労 働

３．上の資

②負担

負担あ

負担な

４．なぜ「

明しよう

 

 

その流れ 

① どこ

 

 

用語の意味

律令，租庸

制で課され

るものに分類

ノ  

働  

資料の戸

担しない人

あり  

なし  

「運脚」とい

う。 

こからどこに

４ 

▼

▲

青い
歩い
るも

味を調べよ

庸調，二官

れた税を，

類し，税の

籍に載って

人に分類しよ

いう税負担

②

▼戸籍に書か

▲「運脚」のよ

い服を着た人
いている人が
のは何かな

よう。 

官八省，国

①モノでお

内容を説明

ている５人を

よう。 

担が必要だ

 
なにを 

かれている内

ようす（想像

人は誰だろう
が背負ってい
。 

司，郡司，

おさめるもの

明しよう。 

を，税を①

だったのだろ

③ 

 

内容

像図） 

。
い

，運脚 

のと，②労働

①負担する

ろう。理由

何のために運ぶ

働で

人と

を説

ぶ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
-

 
 

キ

に
表
す
は
か
え

 律令制

古代

- 古代に
しくみが
変化し
か？ 

学習

B 律令
られ

キーワード
「天皇」と記
には，天武
表す年号が
す。天武天
は，君主の
から天皇に
えられていま

Ａ ヤ
政

私の結論

キーワー
公卿は
る太政官
位が高い
ンバーを
は，天皇
つなぐパ
響力をも

前の時

制と 

代３ 

には，政治
がどのよ
したのだ

習課題 

令制が整
れるにつれ

ド：天皇 
記された木簡

6（６７７）年
が記されてい
天皇の時代に

称号が大王
変化したと考

ます。 

マト王権
政治のしく

論 

ード：公卿
，政治を担
官の中でも，
い 10 人程度
を指します。
皇と行政機
パイプ役とし
もちました。 

時代と比較分

 

律令

治の
うに

だろう

整え
れて 

簡
を
ま
に
王
考

権の 
くみ

 
担当す

とくに
度のメ

彼ら
機関を
して影

分析する 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制から

４世紀

連携して

す。有力

とに役職

営に参加

ヤマト

域の支配

は王権に

たりして，

７世紀

中させる

令制で

貴族制

うになりま

必要にな

中央

従来の

役人は

ん。そこ

事を任せ

どを征服

時

ら古代

▲古

紀から６世

て政治を行

力な豪族ら

職が与えら

加しました。

ト王権の支

配は，王権

に貢ぎ物を

豪族どうし

紀から８世

るしくみがで

す。律令制

度のなか

ました。国の

なりました。

央に新たに官

組織も活

，数が少な

で朝廷は

せました。朝

服し，次第

時代を捉え

５ 

代の特色

古代における

紀にかけて

行っていま

らは，それぞ

れ（氏姓制

 

支配が直接

権に従った

を献上したり

しの繋がりを

世紀になると

できました。

制ができる

に組み込ま

の方針を決

 

官僚機構が

用されまし

ない上に，

地域の豪

朝廷は，南

に支配の範

えるモデ

色を捉

る支配構造

て，大王は

した。これ

ぞれ独立し

制度），王

接およばない

た地方の豪

り，必要な

を築いてい

と，政治支

。このしくみ

と，有力な

まれ，組織

決めるときは

がつくられ

した。中央

地域のこ

族に郡司

南九州の隼

範囲を広げ

郡司

国司

デル

捉えよう

の変化 

は畿内の有

れをヤマト王

した存在で

権の政治

い，畿内か

豪族に任せ

な時に軍事

いました。 

支配の権力

みを支えてい

な豪族たち

織のなかで

は，必ず天

るいっぽうで

から地方に

こともよく分

などの役職

隼人，東日

げていきまし

天皇 

 
 

貴族の
官僚機構

公卿 

司 郡司 

司 国司 

う

有力な豪族

王権と言い

であり，一族

に加わり，

から離れた

せました。彼

事力を差し出

力を朝廷に

いたのが，

ちは公卿とし

で仕事を担

天皇の許可

で，地方で

に派遣でき

かっていま

職を与え，

日本の蝦夷

した。 

の 
構 

郡司

国司

族と

いま

族ご

運

た地

彼ら

出し

に集

律

して

うよ

可が

では

きる

ませ

仕

夷な



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
当
れ
に登
藤
けら
れ

私
歌
に
年
日

      

Ⅰ 用

▲ 古墳

は学問を修め
時 の 天 皇 に
，一代で公卿
登りつめました
原氏に言いが
られ，大宰府
てしまいました

私の位はあまり
歌人として知ら
に任命され，土
年の任期を終
日記に残しまし

Ⅱ 事実
組

Ⅲ
A

時
吟味

       

語の意
調べよ

墳時代の大王

めたことで
に 注 目 さ
卿の地位
た。しかし
がかりをつ

府に左遷さ
た。 

り高くありませ
られました。一
土佐国に赴任

終えた帰りの道
した。 

実の関係
み立てよ

時代解釈
味・評価

上の地図
左上の構
ように対応

（

 

味を 
う 

王家周辺の

せんでしたが，
一時期，国司
任しました。４
道中の記録を

係を 
よう 

釈を 
価しよう 

図に登場する
構造図の記号
応するのかな

紀貫之（

菅原道真 
８４５～９０３

３．当時

のどの

て，律

 

 

 

 

４．都に住

最初の

 

１．次の用

氏姓

の有力な豪族

２．上の「

の後，

文を完

（  ）氏

（  ）氏

（  ）氏

司
４
を

る豪族と，
号は，どの

な。 

８７２？～９４

３） 

 

の人物の

のような特質

律令制の特

住む貴族が

のページの

用語の意味

姓制度，官

族 

「大王家周

地位をどの

完成させて説
馬子から
「大化の改
失っていっ
ヤマト政権
争いに敗れ
物部氏とと
に巻き込ま
卿や征夷

私
る
な
の
詠

４５？）

６ 

（1）    

（2）    

なぜなら

エピソード

質を表してい

特質を説明

がぜいたく

の予想を振

味や人名を

官僚機構，

▲ 朝廷

周辺の有力

のように変

説明しよう。
3 代にわた

改新」で中臣鎌
った。中臣鎌足
権で軍事を担
れた。のちに石
ともに軍事を
まれ影響力を
大将軍を輩出

私の一族は中
る家系です。私
などの重要な
の世をば，わが
詠みました。

     さん

     さん

      

ドを読もう。3

いるだろうか

しよう。 

くな暮らしが

振り返ろう。 

を調べよう。

征夷大将

廷による東北

力な豪族」

えていった

。 
って政治の実
鎌足らに殺さ
足は，のちの

担当した豪族。
石上氏に改姓
担当した。蘇

を失っていくが
出した。 

中臣鎌足から
私の時代には
地位をほとん
が世とぞ思う

んの説に同意

んの説につけ

       

3 人の生涯

か。左上の

ができたのは

。 

将軍，蝦夷

北地方（蝦夷

に登場す

たのだろうか

実権をにぎる。
されると，しだい
（  ）氏の祖
。守屋の時代
姓し，公卿など
蘇我氏や物部
が，のちに伴氏

ら始まる由緒
は，一族で公卿
んど独占し，「
う…」という歌

藤原道長

意します／し

け足します。 

      だ

涯は，律令

の図を参考

はなぜだろ

，アテルイ

夷）の支配 

る豪族は，

か。下の説

しかし入鹿が
いに影響力を
。 

代に（ ）氏との
どを輩出した。

部氏らとの争い
氏に改姓し，公

あ
卿
「こ

歌を

長（９６６～１０

ません。 

だからです。

令制

考にし

ろう。

そ

明

が
を

の
。
い
公

０２７）


